
日本都市センター 20240703
「都市自治体におけるスポーツを活用した地域振興に関する研究会」

～第2回研究会 宇都宮市におけるスポーツを活用した地域振興について～

宇都宮市 魅力創造部
スポーツ都市推進課 黒崎泰広



本日の話題

宇都宮市におけるスポーツを活用した地域振興について

事業：スポーツ×地域振興の取組事例について

国際大会の開催とホームタウンスポーツの振興

計画：スポーツまちづく推進ビジョン（本年1月策定）について

総合計画の体系に沿ったスポーツまちづくりの方向性の明示

体制：スポーツ行政の推進体制について

スポーツ担当セクションの整備とスポーツ専門人材の育成



スポーツ×地域振興の取組事例について

国際大会の開催とホームタウンスポーツの振興



2050年人口50万人維持に向けた「まちづくりの好循環」のイメージ



・特に効果が高い先導的な取組
・複数の分野の連携が不可欠な横断的な取組
・他の分野への波及効果が高い取組

３つのまちづくり好循環プロジェクトを設定



宇都宮ブランドの
発掘・創造・発信

ヒトやモノの
交流の活性化

創 造 都 市 の
実 現 に 向 け て
大胆な集客交流策の
展開が必要となる。
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令和2年宇都宮市観光動態調査 宇都宮のイメージ調査



⇒ 定住人口の維持＋交流人口の拡大＝都市の活力ＵＰ

〔観光庁資料より抜粋〕



国際大会をホストする力

⇒ 宇都宮のMICE力を推進

都市力

宿泊

治安

飲食
集客

施設

交通



What is “3×3WT” ?

バスケットボールのクラブ世界一を決

める世界大会，元々「3on3」として

知られたストリートバスケをFIBAが

承認した公式オリンピック種目競技で

あり，チーム・選手は世界基準の公式

ルールに基づきプレー。宇都宮二荒山

神社の参道が試合会場に‼

オフロード自転車競技
シクロクロスＵＣＩ国際レースの開催

What is “シクロクロス” ？

階段や障害物なども含むコースで
開催する自転車オフロード競技で
宇都宮では2017年からUCI公認の
国際レースを開催中，日本最大の
道の駅「ろまんちっく村特設コー
ス」を舞台に世界トップクラスの
選手と国内トップ選手が競演‼

アジア最高位のワンデイロードレース
ジャパンカップサイクルロードレースの開催

3人制バスケットボール
3×3の開催

What is “ＪＡＰＡＮ CUP” ?

1990年の宇都宮での世界選手権の
メモリアルレースとして，四半世
紀以上開催，ツールやジロといっ
た世界のトップレースで活躍する
選手の真剣勝負を間近で見られる。
2010年からは市街地周回コースで
のクリテリウムも開催‼

道路や広場・公園などの既存の都市インフラを活用することで，IF基準を満たす施設がなくても
国際大会の誘致・開催が可能となる。





「スポーツ文化ツーリズムアワードとは」

スポーツ庁、文化庁および観光庁によるスポーツ文化ツーリ

ズムの優れた取組の評価と普及を目的として創設された賞ス

「ＦＩＢＡ（国際バスケットボール連盟）からの感謝状贈呈」

ワールドツアーの継続開催や３ｘ３まちの推進に係る取組に対して，

世界Ｎｏ.１のワールドツアー開催都市であるとの評価を獲得との評

今年7月の東京オリンピックで
FIBAが宇都宮大会の模型を展示





「３ｘ３ＷＥＥＫ」の開催結果概要について

２つの国際大会に合計１５万８千人が来場！ 経済効果は２０億円以上！

今年は，ＦＩＢＡ※が主催する「３ｘ３ワールドツアー」の開幕戦「宇都宮オープナー」を４月末
に開催するとともに，オリンピックの出場国を決める予選大会として日本では初開催となる「ＦＩ
ＢＡ３ｘ３パリ２０２４オリンピック予選大会」を５月３日から開催し，これら２つの国際大会開
催期間を「３ｘ３ＷＥＥＫ」と称して，「３ｘ３のまち宇都宮」を全世界に発信しました。
また，期間中は「３ｘＭＥＮＵ」の提供やＦＩＢＡから寄贈されたコートの無料開放など，様々

な関連イベントの開催により街なかが大きく賑わい，「宇都宮オープナー」は過去最高の来場者数
，経済効果となるなど，２大会の来場者は１５万８千人，経済効果は２０億円以上となりました。

※ ＦＩＢＡ…国際バスケットボール連盟



2024年は「３ｘ３」の国際大会を2周に渡りホストし「３ｘ３ＷＥＥＫ」として多彩な取組を実施

「３ｘ３ＷＥＥＫ」期間中の主な取組内容

・近隣の飲食店と連携した大会のオリジナルメニュー「３ｘＭＥＮＵ！」の提供

・出場選手による市内小学校での交流事業の実施（市内小学校へ３ｘ３公式ボールを寄贈）

・「３ｘ３ＷＥＥＫ」限定デザインのライトライン一日乗車券の販売

・ＦＩＢＡから寄贈された３ｘ３コートの無料開放（フリースローチャレンジの実施）

・ワールドツアー期間の大会会場と関連イベント会場の回遊性向上に向けたバス無料乗車券の発行

など

３ｘＭＥＮＵ ３x３コートの無料解放・フリースローチャレンジ出場選手による交流事業



【要因】

近年のバスケットボール人気の高まりもあり，ワールドツアーに

初めて来場した方が増加したことや，日帰りをはじめとする来場者

の消費単価が約３割増加したこと，ＦＩＢＡのＳＮＳフォロワー数

等が昨年に比べ約８０万人増加したことなどによるもの

「３ｘ３ＷＥＥＫ」の開催結果概要について

開催効果

項目
ワールドツアー
宇都宮オープナー

パリ２０２４
オリンピック予選大会

合 計

来場者数※１
８０，０００人

（７０，０００人）
７８，０００人 １５８，０００人

経済効果等※２
８億１，６９０万円
（５億８，６４０万円）

１２億１，６００万円 ２０億３，２９０万円

公式YouTube等閲覧数
１，９００万回
（２００万回）

２，４００万回 ４，３００万回

SNS閲覧数 ２，６００万回
（３００万回）

２，９００万回 ５，５００万回

（株式会社あしぎん総合研究所 推計）

※１ 括弧内は２０２３大会（昨年）の実績
※２ 経済波及効果及びパブリシティ（広告）効果

過去最高！



継続性

•興行権確保IF合意

•体制・経費の確保

納得感（共感）

•開催効果可視化

•関係者の支持

•地域課題との連動
【中活・健全育成・産業振

興・国際交流等】

拡張性

• 大会拡充（格上げ）

• 付帯事業充実

国際大会を開催し続けるために



本市におけるスポーツ関連施策の概要 ～プロスポーツチームとの連携～

宇都宮市では， 「栃木ＳＣ」 「宇都宮ブレックス」「宇都宮ブリッツェン」の３つのプ
ロスポーツチームが本市をホームタウンとして活動

３つのプロスポーツチームは様々な効果をもたらすことから，本市のまちづくりのパートナーとして，
チームとの連携策を実施
※令和５年２月に各チームと包括連携協定を締結



本市におけるスポーツ関連施策の概要 ～プロスポーツチームとの連携～

栃木ＳＣ（サッカー）〔Ｊ２リーグ所属〕
１９４７年 「栃木蹴球団」創設（現「栃木ＳＣ」）
１９９９年 関東社会人サッカーリーグ初優勝
２００８年 選手オールプロ化
２００９年 Ｊリーグ参戦

◎２０２３シーズン観客動員数：１２２，５１１人（１試合平均５，８３４人）
◎２０２３シーズンホームタウン活動数：約２００回

宇都宮ブレックス（バスケットボール）〔Ｂ１リーグ所属〕
２００７年 「栃木ブレックス」創設（現「宇都宮ブレックス」）
２００７－０８シーズン 初代ＪＢＬ２王者，ＪＢＬ昇格
２００９－１０シーズン ＪＢＬ優勝
２０１６－１７シーズン Ｂリーグ初代王者
２０１９年 アーリーカップ準優勝・天皇杯準優勝
２０２１－２２シーズン Ｂリーグ王者

◎２０２２－２３観客動員数：１２４，９３８人（１試合平均４，１６５人）
◎２０２２－２３ホームタウン活動数：約３６０回

宇都宮ブリッツェン（自転車ロードレース）〔ＵＣＩコンチネンタルチーム〕
２００８年 「宇都宮ブリッツェン」創設
２０１４年 Ｊプロツアー団体総合優勝

ツール・ド・沖縄個人総合優勝（増田成幸選手）
２０１６年 ツール・ド・北海道及びツール・ド・沖縄個人総合優勝（増田成幸選手）
２０１８年 Ｊプロツアー団体総合優勝
２０１９年 ツール・ド・沖縄個人総合優勝（増田成幸選手）
２０２１年 増田成幸選手東京オリンピック自転車競技（ロード）に出場

ＪＣＬプロロードレースツアー団体総合優勝
２０２２年 ＪＣＬプロロードレースツアー個人総合優勝（小野寺玲選手）
◎２０２３シーズンホームタウン活動数：約１００回



本市におけるスポーツ関連施策の概要 ～プロスポーツチームとの連携～

◎プロスポーツチームがもたらす効果

試合の開催などにより，年間を通じて全国から選手，役員，関係者のほか，
多くの観客を呼ぶことができ，これらの方々の飲食や買い物，宿泊などの消
費を誘導することができる

経済的効果

本市を拠点に活動するチームの活躍により，シビックプライドを醸成する
ことができる

社会的効果

「小中学校への訪問」や「交通安全教室」などを通して，スポーツの振興や
青少年の健全な育成などを図ることができる

教育的効果



本市におけるスポーツ関連施策の概要 ～プロスポーツチームとの連携～

◎プロスポーツチームとの連携の取組

ファン層拡大に向けた広報活動

・ポスターの貼付（本庁舎等）
・フラッグの掲揚（市庁舎，シンボルロード）
・市広報紙への特集記事掲載
・ホームゲームにおける宇都宮愉快デーの開催

公式戦や練習等に関する活動環境の向上

・ホームゲームや練習場の優先予約
・河内総合運動公園陸上競技場改修
・栃木ＳＣクラブハウス建設補助
・宇都宮市体育館改修 など

地域貢献活動の場・機会の確保

・各小中学校への周知や希望日程の取りまとめ
・市内イベントへのブース出展等依頼

その他（職員の派遣）

・栃木ＳＣ：平成１９年１月 ～ 平成３０年３月３１日
・宇都宮ブリッツェン：平成２２年４月 ～
・宇都宮ブレックス：平成２４年４月 ～ 令和３年３月３１日



地域密着型プロスポーツチームのホームタウンとして

チームの所属

リーグの一員

ホームタウンチーム＋自治体

ライセンス対応



R5 市政に関する
情勢分析レポートより



R5 市政に関する
情勢分析レポートより



スポーツまちづく推進ビジョン（本年1月策定）について

総合計画の体系に沿ったスポーツまちづくりの方向性の明示



「スポーツを活用したまちづくり推進ビジョン」について

『スポーツのまち うつのみや』を目指して
～スポーツを通して，市民のウェルビーイングの向上を図る「ビジョン」を策定！～

子どもから高齢者まで，誰もがスポーツを通して自己実現が図られる「スポーツのまちうつのみや」
の確立に向け，スポーツが有する効果や価値を最大限高めていくことで，市民のウェルビーイングの
向上に取り組む「スポーツを活用したまちづくり推進ビジョン」を策定しました。 （R6.1.23）

１ ビジョンの概要
⑴ ビジョンの位置づけ

本市が有する豊富なスポーツ資源や地域資
源を活用するとともに，スポーツの成長産業
化も見据えながら，スポーツと様々な分野を
掛け合わせたまちづくりを推進できるよう，
総合計画を補完する個別分野計画に対して，
分野横断的に方向性を示すもの。

⑵ 目標年次
概ね２０３０年頃を目途

※ウェルビーイング
子どもから高齢者まで，一人ひとりの自己実現が守られ，
身体的・精神的・社会的にも「良好な状態」



これまでのスポーツを活用した「１ ひとづくり」や「２ 魅力創造・交流」の取組をより充
実していくことに加え，これらの取組の高度化・高付加価値化に寄与する「３ 研究・産業」の
取組を新たに推進していく。また，取組や活動を支える「４ 基盤づくり」を強化していく。

「スポーツを活用したまちづくり推進ビジョン」について

２ 特徴（ビジョンの主な内容）

特徴①

今後の方向性（主なもの） ４ 基盤づくり（主なもの）

１ ひとづくり
・子どもから高齢者までの健康増進

・シビックプライドの醸成　　　　　        など

・市域全体で，身近な地域で気軽にできる

スポーツや健康増進などの環境整備

　⇒北西部地域体育施設や新屋内プールの整備　       など

２ 魅力創造・交流

・プロスポーツチームに対する

支援・チームとの連携

・エンターテインメント性の高い

国際大会等の開催・誘致　                          など

・各圏域の特色や強みを生かしながら，

都市の「魅力創造・交流」機能を充実

　⇒新アリーナの整備支援，東部総合公園の整備，

　 　宇都宮森林公園のリニューアル　  　　　      　 など

３ 研究・産業
・健康福祉産業等（重点振興産業）の集積

・新ビジネスの創出，スタートアップ支援 など

・産学官連携による「研究・産業機能」の向上を

図るための基盤づくり

    ⇒「東部スポーツウェルネスライン」での取組強化 など

＜分野ごとの今後の方向性と基盤づくり＞



「スポーツを活用したまちづくり推進ビジョン」について

３ 各圏域の特色や強みを生かした基盤づくりの強化
「魅力創造・交流」や「研究・産業」においては，各圏域の特色や強みを生かしながら，高い経済

効果をもたらす「新アリーナ」の整備支援や，街中ならではの「魅せる」スポーツの展開，スポーツ
を活用した研究開発・実証実験，新産業の創出などに向けた基盤づくりを強化していく。

※スポーツウェルネス
生活・社会環境を基盤とし，誰もがスポーツを通して，心身ともに健康で生き生きとした自己実現を図れている状態

ライトライン沿線はスポーツ施設や大学，産業団地が立
地するなど，ポテンシャルが高いことを踏まえ，「東部ス
ポーツウェルネスライン」として打ち出し，スポーツと
様々な分野を掛け合わせた研究や産業活動など産学官連携
の取組を強化していく。

特徴②



「スポーツを活用したまちづくり推進ビジョン」について

国や栃木県の計画で掲げるキーワードや取組と，市が今後さらに推進すべき取組を掛け合わせ，
「今後，力を入れていく事項」を導出

政策の柱 今後，力を入れていく事項

子育て・教育

・部活動や総合型地域スポーツクラブの活性化

・指導者の養成・育成，効率的・効果的な練習，アスリート人材の輩出

・アスリートが運動指導や教育活動等に関わる機会の拡大

・安全・快適にスポーツ活動を行える環境の整備

・スポーツによる青少年の健全育成

健康・福祉

・スポーツ医・科学

・生活習慣病の予防・改善，ヘルスケア

・医療・介護への応用（リハビリ）

・高齢者，障がい者スポーツ支援

安全・安心
・多文化・異文化交流

・地域ボランティアの養成

魅力創造 ・交流

・プロスポーツチームとの連携

・スポーツツーリズム，インバウンド

・シビックプライドの醸成

・エンターテインメント性の高い国際交流イベント・大会の開催・誘致

産業・環境

・産学官民連携

・スポーツテック，ビッグデータ，実証・調査研究

・新ビジネスの創出支援

・医療・スポーツの商品化

交　通
・公共交通とのアクセスやバランスのとれたスポーツ施設の適正配置など

・自転車のまちづくり

特徴③



【参考】SOIP（スポーツ オープン イノベーション プラットフォーム）

出典）スポーツ庁ＨＰ

国（スポーツ庁）においては，スポーツの成長産業化を強力に推し進めるため，多様な関係者の連
携のもと，スポーツと様々な分野を掛け合わせた取組を創出し，社会課題の解決を図る「ＳＯＩＰ」
の全国展開を推進



推進体制のイメージについて

地域課題等の解決に資する，スポーツと様々な分野を掛け合わせた取組（スポーツ×●●）の創出に
向けて，コーディネート機能等を有する階層性のあるプラットフォームの構築を想定



スポーツ行政の推進体制について

スポー ツ担当セクションの整備とスポーツ専門人材の育成



都市魅力創造に向けた基本的な考え方

◎100年後の都市の繁栄を支える，宇都宮ブランド（都市魅力）の創造
◆使命は，交流人口増加＆消費額増加を通した地域経済の活性化

⇒ 各種の地域資源（行政資源を含む）を活用・支援しながら，民間の投資を促す取り組みに注力
⇒ 行政は，民が輝くための土壌づくりを担う （主役は民，行政はサポート）

◆東京五輪開催（2020年）をターゲットに，スポーツ・文化に
係る資源を中心に磨きあげ

⇒ 有形・無形のオリンピックレガシーの創出に向けた取組に着手



総合政策部から移管
プロスポーツの支援・連携

東京五輪ホストタウン関連業務

教育委員会から移管
自転車の国際大会（JCUP）

経済部 観光交流課
餃子・ジャズ・カクテル
道の駅等の観光施設運営
観光コンベンション協会

都市魅力創造室（課内室）
新たなコンテンツの探索
インバウンド事業の着手

経済部 産業政策課から移管 （都市計画課・文化課職員の兼務）
大谷石産業の振興

都市魅力創造課に拡大
プロスポーツの振興
国際大会の誘致・開催

大谷振興室（課内室）
大谷の観光拠点化促進
日本遺産関連業務

コンテンツ集約 対象の選定 磨き上げ

経済部 観光交流課
餃子・ジャズ・カクテル
道の駅等の観光施設運営
観光コンベンション協会

時限組織の課内室（係）をスタートアップ的に活用しながら体制を拡充

総合計画の体系に沿った組織への再編を実施

Ｒ6
魅力

創造部
を新設

・都市ブランド
・スポーツ
・観光MICE
・文 化

都市の魅力を
高める取組を
一体的に推進




